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皆さんは、「みんなが幸せな社会」と聞いてどう思いますか。そんな事は不可能だと思う人がほとんどだと思い

ます。しかし僕は、この社会を創る事は可能で、さらに人間以外の生き物も平等に幸せに暮らせると思います。な

ぜなら、僕達は、木の上の生活から歩くようになり、いろんな事を考えて学び、人工知能まで作ってしまうほど進化

してきたからです。だから、何百何千年先の未来も今の僕達が努力し続ける事で幸せな社会を創る事ができると

考えます。 

しかし、どの生き物も僕達人間も結局自分や自分達の事を一番に考えてしまっています。だから、この社会の

実現は、みんながこの社会を望んで努力する事が必要です。この社会を多くの人が望み、正しいと思うなら、今は
この社会の実現に向けての過程という事になります。この過程で今やるべき事は「動きながら考える」です。それ

は、今の僕達は立ち止まってしまっているからです。立ち止まっているという事を自分の経験に例えると、僕はコロ

ナが流行し始めたとき、保健委員として、みんなが覚えやすい予防法の歌を作る事にしました。しかし、協力してく

れる委員は少数で、反対する委員がほとんどでした。それでも「早く対策をしなくては」という思いが先走り、反対

していた委員の意見を聞かずに実行してしまいました。そして、完成した歌を全校放送で流すと、最初はみんなが

興味をもってくれて良かったのですが、だんだん飽きられてしまいました。その時に僕は初めて反対していた委員
の中に、飽きられてしまうという考えや、歌う事によってより感染してしまうのではないかという別の考えがあった

から反対していたのかもしれないという事に気がつきました。また、僕と同じように「コロナになって苦しい思いを

してほしくない」という思いをもっていたのかもしれません。だから仲間に意見を聞かなくてはいけなかったと後悔

しました。しかし、「意見があるのなら教えてくれたらいいのに」と、一方的な思いも心の中にありました。思いがあ

るなら積極的に行動するか、意見を言った方が、もっと良い解決策を考え出す事もできるかもしれないし、もった

いないと思います。このように意見を積極的に言えず、せっかくの思いが無駄になってしまい、変化のないまま話

が順調に進んでいかない状態が、「立ち止まっている」という事です。この例以外にも、実際に選挙に参加する人

は減っています。そして、その思いや意見が言えない事により活動がうまくいかなかったりすると、それがストレスに
なってしまうのではないでしょうか。また、そのストレスが悪口や次の活動を積極的に参加できなくする要因となっ

てしまっては、悪循環となってしまいせっかくできた事もできなくなってしまうかもしれません。コロナなど避けられ

ない問題で自信や発想の範囲を失ってしまい、簡単に行動が起こせないかもしれません。でも、あなたが一歩踏

み出して、良いのか悪いのか分からなくても、意見を言うだけで、大きな行動となり、必ず役に立つのです。だから、

一人一人がこれを意識し、行動していく事が大切です。これが「動く」という事です。 

また、誰かの意見を尊重する事も大切です。意見や反対の思いを言いにくい主な理由は、「相手に受け入れら
れないかもしれない」という考えがあるからだと思います。そう思う理由は、一人一人に各自の考え方があり、それ

に絞ってしまう人が多いからです。反対の意見を言われても、「その考えの〇〇な所はいいな」と、良さを見つけて

尊重し受け入れる事で、多くの視点から深く考えられます。これをしないと僕の経験のように目的がずれてしまっ

たり、失敗をしてしまったり、勝手に決めたりした事により、相手との関係が崩れてしまうかもしれません。だから相

手の意見をしっかり聞いてそれを尊重し、受け入れる事が大切です。これは「動く」の積極的に行動すると同じよ

うに積極的に受け入れるのですから、これは一歩踏み出すという事に入れていいと思います。これをする事で、目

的からそれる事なく、納得のいく良い活動ができると考えます。これが「考える」という事です。 

思いがあるのなら自信をもって行動する「動く」という事と、お互いのいろんな意見を尊重し、深く考えて納得の
いく活動をする「考える」事は、どちらも大切で、同時に、全力で行う必要があります。つまり、「動きながら考える」

事が大切なのです。そうする事で、思いや意見を言う「動く」事ができ、尊重し受け入れる「考える」事ができれば、

いい活動ができると考えます。そしてこの活動があまりうまくいかなかったとしても、みんなが、達成感や満足感を

得られると思います。そうすれば、このようにいい循環になっていくのではないでしょうか。これを僕達が続けて努

力すれば、「みんなが幸せな社会」を実現できると思います。そのために、一人一人がこの「動きながら考える」事

を意識しなければいけません。だから、まず僕が意識して、「みんなが幸せな社会」に向けて、一歩踏み出していき
たいです。みんなでより良い社会や幸せな社会に向けて「動きながら考える」事で頑張っていきましょう。 


